
(57)【要約】

【課題】　宿泊施設等の居室内の清浄度をより高めるた

め、浮遊菌、残臭気、悪臭物質等を確実に除去する。

【解決手段】　居室に通じる天井空間内に設置された空

気調和機のチャンバー内の吸込み口側開口２２ａに取り

付けられた枠体１２内に、並列配置されて収容された紫

外線ランプ１４と、紫外線ランプ１４の点灯装置からな

る紫外線ランプユニット１１と、紫外線ランプユニット

１１の下面に着脱自在に取り付けられるベースプレート

３１上に、各紫外線ランプ１４間の隙間に位置するよう

に、紫外線ランプ１４の長手方向に沿って、紫外線ラン

プ１４に相対する各面に酸化チタン光触媒３５が担持さ

れた光触媒基板３４が立設された光触媒ユニット３０と

、光触媒ユニット３０のベースプレート３１に固着され

、吸込み口からの吸気をするとともに、紫外線ランプ１

４の照射光を居室内に漏洩させない遮光部４０とを備え

た。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 居 室 に 通 じ る 下 が り 天 井 の 天 井 空 間 内 に 設 置 さ れ た 空 気 調 和 機 の チ ャ ン バ ー 内 の 吸 込 み
口 側 に 収 容 さ れ る 空 気 浄 化 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 チ ャ ン バ ー 内 に 取 付 治 具 を 介 し て 支 持 さ れ た 枠 体 内 に 、 複 数 本 が 並 列 配 置 さ れ て 収
容 さ れ た 紫 外 線 ラ ン プ と 、 該 紫 外 線 ラ ン プ を 点 灯 さ せ る 点 灯 装 置 か ら な る 紫 外 線 ラ ン プ ユ
ニ ッ ト と 、 該 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 下 面 に 前 記 枠 体 を 介 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る
ベ ー ス プ レ ー ト 上 に 、 前 記 並 列 配 置 さ れ た 各 紫 外 線 ラ ン プ 間 の 隙 間 に 位 置 す る よ う に 、 該
紫 外 線 ラ ン プ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ に 相 対 す る 各 面 に 酸 化 チ タ ン 光 触 媒
が 担 持 さ れ た 複 数 枚 の 光 触 媒 基 板 が 立 設 さ れ た 光 触 媒 ユ ニ ッ ト と 、 該 光 触 媒 ユ ニ ッ ト の 前
記 ベ ー ス プ レ ー ト の 下 面 に 固 着 さ れ 、 前 記 吸 込 み 口 か ら の 吸 気 を 可 能 に す る と と も に 、 前
記 紫 外 線 ラ ン プ の 照 射 光 を 前 記 居 室 内 に 漏 洩 さ せ な い 遮 光 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
空 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 居 室 に 通 じ る 下 が り 天 井 の 天 井 空 間 内 に 設 置 さ れ 、 前 記 居 室 に 面 し た 空 気 排 出 口 近 傍 に
マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 器 を 備 え た 空 気 調 和 機 の チ ャ ン バ ー 内 の 吸 込 み 口 側 に 収 容 さ れ る 空 気
浄 化 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 チ ャ ン バ ー 内 に 取 付 治 具 を 介 し て 支 持 さ れ た 枠 体 内 に 、 複 数 本 が 並 列 配 置 さ れ て 収
容 さ れ た 紫 外 線 ラ ン プ と 、 該 紫 外 線 ラ ン プ を 点 灯 さ せ る 点 灯 装 置 か ら な る 紫 外 線 ラ ン プ ユ
ニ ッ ト と 、 該 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 下 面 に 前 記 枠 体 を 介 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る
ベ ー ス プ レ ー ト 上 に 、 前 記 並 列 配 置 さ れ た 各 紫 外 線 ラ ン プ 間 の 隙 間 に 位 置 す る よ う に 、 該
紫 外 線 ラ ン プ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ に 相 対 す る 各 面 に 酸 化 チ タ ン 光 触 媒
が 担 持 さ れ た 複 数 枚 の 光 触 媒 基 板 が 立 設 さ れ た 光 触 媒 ユ ニ ッ ト と 、 該 光 触 媒 ユ ニ ッ ト の 前
記 ベ ー ス プ レ ー ト の 下 面 に 固 着 さ れ 、 前 記 吸 込 み 口 か ら の 吸 気 を 可 能 に す る と と も に 、 前
記 紫 外 線 ラ ン プ の 照 射 光 を 前 記 居 室 内 に 漏 洩 さ せ な い 遮 光 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
空 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 触 媒 基 板 は 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ に 相 対 す る 面 に 光 触 媒 が 担 持 さ れ た セ ラ ミ ッ ク ス
シ ー ト を 取 り 付 け て な る 基 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空
気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 の 運 転 制 御 方 法 に お い て 、 空 気 清 浄 度 を 検
知 可 能 な セ ン サ を 設 け 、 該 セ ン サ の 検 出 値 を も と に 、 前 記 空 気 浄 化 装 置 の 運 転 制 御 部 に よ
る 運 転 指 令 に よ り 、 前 記 居 室 の ル ー ム ク リ ー ニ ン グ 時 か ら 宿 泊 者 入 室 ま で の 時 間 に 前 記 空
気 調 和 機 の 最 大 容 量 自 動 運 転 さ せ る と と も に 前 記 空 気 浄 化 装 置 の 自 動 運 転 を 行 い 、 前 記 宿
泊 者 の 入 室 ま た は 在 室 開 始 か ら 所 定 時 間 に わ た り 、 前 記 セ ン サ の 検 出 値 に よ る 自 動 運 転 を
行 い 、 そ の 後 、 宿 泊 者 の 在 室 時 の 汚 染 度 に 応 じ て 検 知 さ れ た 結 果 、 前 記 運 転 制 御 部 か ら の
動 作 開 始 信 号 を も と に し た 前 記 空 気 浄 化 装 置 の 自 動 運 転 あ る い は 手 動 運 転 を 行 っ て 室 内 清
浄 化 を 図 る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 空 気 浄 化 装 置 の 運 転 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 空 気 浄 化 装 置 お よ び そ の 運 転 制 御 方 法 に 係 り 、 宿 泊 施 設 等 の 客 室 に 設 置 さ れ る
空 気 調 和 機 に 組 み 込 む よ う に し た 光 触 媒 ユ ニ ッ ト を 用 い た 空 気 浄 化 装 置 お よ び そ の 運 転 制
御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ホ テ ル 等 の 宿 泊 施 設 で は 、 宿 泊 客 が チ ェ ッ ク イ ン し て 客 室 に 入 室 す る ま で に 、 清 掃 や ベ
ッ ド メ ー キ ン グ が 完 了 し 、 室 内 が 清 浄 な 状 態 に あ る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の た め 、 各 宿 泊
施 設 の 管 理 側 で は 、 空 気 が 清 浄 で あ り 、 ま た タ バ コ や 飲 食 物 等 の 残 臭 気 等 が 除 去 さ れ る よ
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う に 、 所 定 の 手 順 に よ る 清 掃 、 室 内 換 気 、 除 菌 等 の 清 浄 化 を 図 っ て い る 。 こ の と き 、 前 宿
泊 者 が チ ェ ッ ク ア ウ ト し た 後 に 行 わ れ る ル ー ム ク リ ー ニ ン グ 時 の 室 内 各 所 の 清 掃 や 、 ベ ッ
ド メ ー キ ン グ 時 に 発 生 し た 埃 や 浮 遊 菌 が 室 内 に 広 が る 。 こ の た め 、 チ ェ ッ ク イ ン ま で の 間
に 、 高 性 能 の フ ィ ル タ 機 構 を 備 え た 室 内 換 気 装 置 等 を 最 大 限 容 量 で 運 転 し 、 埃 等 を 迅 速 に
室 内 か ら 取 り 除 く よ う な 措 置 も と ら れ て い る 。 こ れ ら の 場 合 、 そ の 清 浄 な 状 態 を セ ン サ 等
を 用 い た 計 測 装 置 に よ り 、 具 体 的 な 数 値 基 準 と し て 把 握 し て 、 そ れ ら 基 準 値 以 下 と な る よ
う な 管 理 が さ れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の 室 内 清 浄 化 は 、 一 般 に 空 気 調 和 機 に 設 置 さ れ た 集 塵 フ ィ ル タ （ 以 下 、
単 に フ ィ ル タ と 記 す 。 ） で 行 わ れ て い た 。 脱 臭 機 能 を 備 え た フ ィ ル タ 等 、 そ の 種 類 、 構 造
は 様 々 で あ る が 、 ほ と ん ど の も の が 、 フ ィ ル タ 表 面 で 埃 等 を 捕 集 す る た め 、 た と え ば 脱 臭
機 能 を 有 す る フ ィ ル タ で は 、 埃 の 付 着 と と も に 、 集 塵 効 果 と 脱 臭 効 果 も 低 下 し 、 良 好 な 運
転 状 態 を 保 持 す る た め に は 、 頻 繁 な メ ン テ ナ ン ス が 必 要 で あ っ た 。 ま た 、 室 内 の 汚 染 は 、
埃 、 体 臭 、 飲 食 物 、 タ バ コ 等 の 残 臭 気 等 に 限 ら ず 、 各 種 浮 遊 雑 菌 や ア ン モ ニ ア 、 ホ ル ム ア
ル デ ヒ ド 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド 等 の 悪 臭 物 質 、 各 種 揮 発 性 有 機 化 合 物 （ 以 下 、 Ｖ Ｏ Ｃ ｓ と 記
す 。 ） に よ る 場 合 も あ る 。 こ の た め 、 客 室 内 の 清 浄 度 を よ り 高 め る た め に は 、 浮 遊 菌 、 残
臭 気 、 悪 臭 物 質 、 Ｖ Ｏ Ｃ ｓ を 確 実 に 除 去 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 各 種 の 浮 遊 菌 や 残 臭 気 の 脱 臭 を 可 能 に し た 装 置 と し て 、 酸 化 チ タ ン 等 の 公 知
の 光 触 媒 に よ る 浄 化 作 用 を 利 用 し た 各 種 の 浄 化 装 置 、 空 気 調 和 装 置 が 開 発 さ れ て い る （ 特
許 文 献 １ ， 特 許 文 献 ２ ） 。
　 こ れ ら の 特 許 文 献 で は 、 と も に 装 置 あ る い は 送 風 経 路 内 に 設 置 さ れ た 送 風 フ ァ ン 等 と 吸
い 込 み 口 と の 間 に 、 紫 外 線 ラ ン プ を 設 置 し 、 こ の 紫 外 線 ラ ン プ に 対 向 す る 位 置 に 、 光 触 媒
を 担 持 あ る い は 収 容 し た 板 状 体 を 所 定 間 隔 を あ け て 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 紫 外 線 に
照 射 さ れ た 光 触 媒 面 で の 酸 化 分 解 作 用 に よ り 、 脱 臭 、 菌 除 去 等 を 行 っ て い る 。 特 許 文 献 １
に お い て は 吸 い 込 み 口 と 光 脱 臭 フ ィ ル タ と の 間 に 複 数 枚 の 遮 光 板 を 設 置 し 、 空 気 調 和 装 置
内 に 収 容 さ れ た 紫 外 線 ラ ン プ の 紫 外 線 が 装 置 の ケ ー シ ン グ 外 に 漏 れ な い よ う に な っ て い る
。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 た と え ば 図 ４ に 開 示 さ れ た よ う に 、 天 井 空 間 を 利 用 し た 技 術 と
し て 、 天 井 空 間 に 複 数 の 光 源 を 並 列 配 置 し 、 そ の 間 に 触 媒 体 の 収 容 容 器 を 設 け 、 吸 い 込 み
側 か ら 排 出 側 ま で の 間 の 空 気 経 路 上 を 流 れ る 空 気 の 脱 臭 を 実 現 し て い る 。 こ れ ら 各 部 材 は
固 定 構 造 と し て 所 定 位 置 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ １ ２ ９ ７ ７ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ０ ８ ９ ２ ３ ９ 号 公 報 。 （ 特 に 図 ４ 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 ホ テ ル 等 の 宿 泊 施 設 で は 、 居 住 空 間 を よ り 大 き く 確 保 す る た め に 、 天 井 空 間
が 狭 く （ 低 く ） 設 計 さ れ て い る た め 、 浴 室 、 洗 面 施 設 等 の 各 種 配 管 設 備 と と も に 、 空 気 調
和 設 備 の フ ァ ン ユ ニ ッ ト 設 置 位 置 、 ダ ク ト 配 管 等 の 設 備 ス ペ ー ス が 大 変 制 限 さ れ て い る の
が 現 状 で あ る 。 ま た 、 客 室 の 内 装 設 計 を 優 先 す る た め 、 天 井 空 間 部 分 の メ ン テ ナ ン ス 用 開
口 等 を 設 け る 位 置 も 限 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 宿 泊 客 が チ ェ ッ ク イ ン す る 前 の 室 内 の 清 浄 化 の た め の 空 気 調 和
機 の 運 転 等 に 関 し て も 客 室 が 空 い て い る 際 に 、 従 業 員 に よ っ て マ ニ ュ ア ル で 操 作 す る こ と
で 対 応 し て お り 、 ま た 宿 泊 者 の 在 室 中 は 清 浄 化 の 調 整 を 宿 泊 者 （ 在 室 者 ） に 任 さ れ た ま ま
で あ り 、 心 地 よ い 室 内 環 境 が 提 供 さ れ な い お そ れ も あ っ た 。 し た が っ て 空 気 浄 化 装 置 を 、
宿 泊 客 の 受 入 準 備 段 階 で は 完 全 に 自 動 運 転 を 実 施 し 、 宿 泊 客 の 退 室 ま で の 間 、 あ る 程 度 、
自 動 運 転 で き る よ う に す れ ば 、 在 室 者 に 負 担 を か け ず に 、 室 内 の 清 浄 化 を 図 る こ と が で き
る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 従 来 の 光 触 媒 に よ る 浄 化 装 置 を 設 置 す る こ と を 想 定 し た 場 合 、 客 室 の 清 浄 化 が
果 た せ る よ う な 十 分 な 機 能 の 装 置 を 提 供 す る こ と が 前 提 で あ る が 、 室 内 の 内 装 、 ス ペ ー ス
と の 関 係 や 、 設 置 後 の 装 置 メ ン テ ナ ン ス の 容 易 性 を 考 慮 し た 構 造 の 装 置 を 提 供 す る 必 要 が
あ る 。 そ の 点 、 上 述 の 特 許 文 献 で は 、 こ れ ら の 問 題 点 の 解 決 が 果 た さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 上 述 し た 従 来 の 技 術 が 有 す る 問 題 点 を 解 消 し 、 宿 泊 施 設 の 客 室
に 設 置 さ れ る 空 気 浄 化 装 置 で あ っ て 、 宿 泊 客 の チ ェ ッ ク イ ン 前 に 自 動 運 転 に よ り 、 室 内 の
清 浄 化 を 図 る と と も に 、 在 室 中 に お け る 室 内 の 清 浄 化 を 図 れ 、 ま た 管 理 側 と し て そ の メ ン
テ ナ ン ス が 容 易 に で き る よ う な 空 気 浄 化 装 置 お よ び そ の 運 転 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 居 室 に 通 じ る 下 が り 天 井 の 天 井 空 間 内 に 設 置 さ
れ た 空 気 調 和 機 の チ ャ ン バ ー 内 の 吸 込 み 口 側 に 収 容 さ れ る 空 気 浄 化 装 置 で あ っ て 、 前 記 チ
ャ ン バ ー 内 に 取 付 治 具 を 介 し て 支 持 さ れ た 枠 体 内 に 、 複 数 本 が 並 列 配 置 さ れ て 収 容 さ れ た
紫 外 線 ラ ン プ と 、 該 紫 外 線 ラ ン プ を 点 灯 さ せ る 点 灯 装 置 か ら な る 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト と
、 該 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 下 面 に 前 記 枠 体 を 介 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る ベ ー ス プ
レ ー ト 上 に 、 前 記 並 列 配 置 さ れ た 各 紫 外 線 ラ ン プ 間 の 隙 間 に 位 置 す る よ う に 、 該 紫 外 線 ラ
ン プ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ に 相 対 す る 各 面 に 酸 化 チ タ ン 光 触 媒 が 担 持 さ
れ た 複 数 枚 の 光 触 媒 基 板 が 立 設 さ れ た 光 触 媒 ユ ニ ッ ト と 、 該 光 触 媒 ユ ニ ッ ト の 前 記 ベ ー ス
プ レ ー ト の 下 面 に 固 着 さ れ 、 前 記 吸 込 み 口 か ら の 吸 気 を 可 能 に す る と と も に 、 前 記 紫 外 線
ラ ン プ の 照 射 光 を 前 記 居 室 内 に 漏 洩 さ せ な い 遮 光 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 他 の 空 気 調 和 機 に 適 用 可 能 な 発 明 と し て 、 居 室 に 通 じ る 下 が り 天 井 の 天 井 空 間 内
に 設 置 さ れ 、 前 記 居 室 に 面 し た 空 気 排 出 口 近 傍 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 器 を 備 え た 空 気 調 和
機 の チ ャ ン バ ー 内 の 吸 込 み 口 側 に 収 容 さ れ る 空 気 浄 化 装 置 で あ っ て 、 前 記 チ ャ ン バ ー 内 に
取 付 治 具 を 介 し て 支 持 さ れ た 枠 体 内 に 、 複 数 本 が 並 列 配 置 さ れ て 収 容 さ れ た 紫 外 線 ラ ン プ
と 、 該 紫 外 線 ラ ン プ を 点 灯 さ せ る 点 灯 装 置 か ら な る 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト と 、 該 紫 外 線 ラ
ン プ ユ ニ ッ ト の 下 面 に 前 記 枠 体 を 介 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る ベ ー ス プ レ ー ト 上 に 、
前 記 並 列 配 置 さ れ た 各 紫 外 線 ラ ン プ 間 の 隙 間 に 位 置 す る よ う に 、 該 紫 外 線 ラ ン プ の 長 手 方
向 に 沿 っ て 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ に 相 対 す る 各 面 に 酸 化 チ タ ン 光 触 媒 が 担 持 さ れ た 複 数 枚 の
光 触 媒 基 板 が 立 設 さ れ た 光 触 媒 ユ ニ ッ ト と 、 該 光 触 媒 ユ ニ ッ ト の 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト の 下
面 に 固 着 さ れ 、 前 記 吸 込 み 口 か ら の 吸 気 を 可 能 に す る と と も に 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ の 照 射
光 を 前 記 居 室 内 に 漏 洩 さ せ な い 遮 光 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ ら の 空 気 浄 化 装 置 に お い て 、 前 記 光 触 媒 基 板 は 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ に 相 対 す る 面 に
光 触 媒 が 担 持 さ れ た セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト を 取 り 付 け て な る 基 板 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 の 空 気 浄 化 装 置 の 運 転 制 御 方 法 に お い て 、 空 気 清 浄 度 を 検 知 可 能 な セ ン サ を 設 け 、
該 セ ン サ の 検 出 値 を も と に 、 前 記 空 気 浄 化 装 置 の 運 転 制 御 部 に よ る 運 転 指 令 に よ り 、 前 記
居 室 の ル ー ム ク リ ー ニ ン グ 時 か ら 宿 泊 者 入 室 ま で の 時 間 に 前 記 空 気 調 和 機 の 最 大 容 量 自 動
運 転 さ せ る と と も に 前 記 空 気 浄 化 装 置 の 自 動 運 転 を 行 い 、 前 記 宿 泊 者 の 入 室 ま た は 在 室 開
始 か ら 所 定 時 間 に わ た り 、 前 記 セ ン サ の 検 出 値 に よ る 自 動 運 転 を 行 い 、 そ の 後 、 宿 泊 者 の
在 室 時 の 汚 染 度 に 応 じ て 検 知 さ れ た 結 果 、 前 記 運 転 制 御 部 か ら の 動 作 開 始 信 号 を も と に し
た 前 記 空 気 浄 化 装 置 の 自 動 運 転 あ る い は 手 動 運 転 を 行 っ て 室 内 清 浄 化 を 図 る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 宿 泊 施 設 等 の 客 室 に 設 置 さ れ る 空 気 調 和 機 に 組 み 込 ま れ た 光 触 媒 ユ ニ
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ッ ト を 用 い た 空 気 浄 化 装 置 を 用 い た 客 室 内 の 清 浄 化 を 図 る こ と に よ り 、 宿 泊 者 の 利 用 に 際
し て 、 入 室 前 及 び 在 室 時 に お け る 客 室 の 清 浄 化 を 確 実 か つ 効 率 よ く 実 現 す る こ と が で き る
と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 を 稼 働 し て 客 室 内 の 空 気 清 浄 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態
と し て 、 以 下 の 実 施 例 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 ホ テ ル 等 の 客 室 １ の 断 面 を 模 式 的 に 示 し た 説 明 図 で あ る 。 同 図 に 示 し た よ う に
、 図 面 左 側 の 入 口 ド ア ２ か ら 右 側 の 居 室 ３ に 続 く 通 路 ４ は 、 下 り 天 井 構 造 と な っ て お り 、
居 室 ３ 側 の 天 井 空 間 よ り わ ず か に 広 く な っ た 天 井 空 間 ５ 内 に 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 １ ０ を
備 え た 空 気 調 和 機 ２ ０ と し て の フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト ２ １ が 、 上 階 ス ラ ブ 下 面 か ら 吊 持 さ
れ た 状 態 で 設 置 さ れ て い る 。 こ の 空 気 浄 化 装 置 １ ０ は 、 両 図 に 示 し た よ う に 、 天 井 内 フ ァ
ン コ イ ル ユ ニ ッ ト ２ １ の 吸 込 み 側 チ ャ ン バ ー ２ ２ の 下 面 に 収 容 さ れ 、 浄 化 装 置 の 下 端 は 、
フ ィ ル タ 材 ４ ３ （ 図 ３ ） を 介 し て ダ ク ト 吸 込 み 口 ２ ３ と し て 下 が り 天 井 面 に 設 け ら れ 、 図
３ に 示 し た よ う に 、 図 示 し な い 格 子 面 が 天 井 面 に 現 れ る よ う に な っ て い る 。 一 方 、 吹 出 し
口 ２ ４ は ダ ク ト 途 中 の 消 音 ボ ッ ク ス ２ ５ を 経 由 し て ダ ク ト が 下 が り 天 井 の 妻 壁 面 ７ に 設 け
ら れ て い る 。 こ の と き 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 空 気 浄 化 装 置 １ ０ を 備 え た フ ァ ン コ イ ル ユ
ニ ッ ト ２ １ か ら の 吹 出 し 口 ２ ４ と 吸 込 み 口 ２ ３ と が 接 近 し て 、 シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト が 生 じ
、 居 室 ３ 内 の 足 下 に 暖 気 が 届 か な い お そ れ が 予 想 さ れ る 場 合 に は 、 図 示 し な い バ ス ユ ニ ッ
ト 換 気 用 の 排 気 ダ ク ト 等 と 連 動 し た ダ ク ト ２ ７ あ る い は 別 ユ ニ ッ ト に よ る ダ ク ト を 窓 側 ま
で 延 長 し た 吹 出 し 口 ２ ８ を 別 に 設 け て 室 内 還 気 を 実 現 す る と と も に 、 窓 面 ８ の 結 露 防 止 を
図 る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 １ ０ の 構 成 に つ い て 、 図 ２ ～ 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 空 気 浄 化
装 置 １ ０ は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 天 井 内 フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト ２ １ の 吸 込 み 側 チ
ャ ン バ ー ２ ２ の 下 部 開 口 に 取 り 付 け ら れ た 、 形 鋼 か ら な る 取 付 金 物 ９ に 対 し て 、 装 置 全 体
が 着 脱 自 在 に 支 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 空 気 浄 化 装 置 １ ０ は 、 大 き く 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト １ １ と 、 光 触 媒 ユ ニ ッ ト ３ ０ と 、 遮
光 部 ４ ０ と 、 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ５ （ 図 ２ 参 照 ） と か ら 構 成 さ れ て い る 。 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ
ト １ １ は 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 上 下 面 が 開 放 さ れ た 鋼 製 枠 体 １ ２ 内 に 取 り 付 け ら れ た ソ
ケ ッ ト １ ３ に 装 着 さ れ た 、 通 常 の 管 球 タ イ プ の 紫 外 線 ラ ン プ が 所 定 の 間 隔 を あ け て ５ 本 並
列 配 置 さ れ た も の で 、 枠 体 外 に は 図 示 し な い イ ン バ ー タ 、 安 定 器 等 の 点 灯 装 置 １ ５ が 取 り
付 け ら れ 、 コ ネ ク タ （ 図 示 せ ず ） で 接 続 さ れ た 各 ソ ケ ッ ト １ ３ の 紫 外 線 ラ ン プ １ ４ を 制 御
ユ ニ ッ ト ４ ５ か ら の 動 作 信 号 に よ り 点 灯 、 消 灯 さ せ る こ と が で き る 。 本 実 施 例 で は 、 紫 外
線 ラ ン プ １ ４ と し て は 通 常 の 紫 外 線 照 射 タ イ プ の も の が 使 用 さ れ て い る が 、 ソ ケ ッ ト サ イ
ズ が 合 え ば 、 ブ ラ ッ ク ラ イ ト 等 、 光 触 媒 の 酸 化 分 解 作 用 を 促 進 す る 各 種 の 特 殊 ラ ン プ の 使
用 が 可 能 で あ る 。 本 実 施 例 で は 、 紫 外 線 ラ ン プ １ ４ の 外 側 面 と 光 触 媒 ３ ５ の 表 面 と の 離 れ
（ 最 短 距 離 ） が １ ５ mmと な る よ う に 紫 外 線 ラ ン プ １ ４ の 間 隔 、 光 触 媒 基 板 ３ ４ の 間 隔 が 設
定 さ れ て い る 。 こ の 状 態 で 光 触 媒 ３ ４ 表 面 で の 浄 化 作 用 は 最 大 限 発 揮 さ れ 、 距 離 が 離 れ た
部 分 で は そ の 離 れ に 応 じ て 浄 化 効 率 は 低 減 さ れ る 。 し た が っ て 、 上 述 し た 各 紫 外 線 ラ ン プ
１ ４ の 配 置 本 数 、 管 長 は 、 浄 化 装 置 の 規 模 に よ り 適 宜 設 定 で き 、 紫 外 線 ラ ン プ １ ４ の 間 隔
等 も 、 そ の 間 に 配 置 さ れ る 光 触 媒 ユ ニ ッ ト ３ ０ を 照 射 す る た め の 種 々 の 条 件 （ た と え ば 浄
化 効 率 の た め の 適 正 距 離 、 装 着 さ れ る 光 触 媒 ユ ニ ッ ト ３ ０ の 光 触 媒 ３ ５ の 材 質 、 面 積 等 ）
に よ り 適 宜 設 定 で き る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 光 触 媒 ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 図 ３ ， 図 ４ 各 図 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 ベ ー ス 板 ３ １ の 下 面 に
２ 層 構 造 の 遮 光 部 ４ ０ が 取 り 付 け ら れ た 形 鋼 板 の 組 み 立 て 部 材 で 、 ベ ー ス 板 ３ １ の 上 面 に
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は 、 各 図 に 示 し た よ う に 、 光 触 媒 ３ ５ が 担 持 さ れ た 基 板 ３ ４ の 両 端 を 保 持 す る た め の 板 状
ホ ル ダ ３ ２ が 所 定 間 隔 で 立 設 さ れ て い る 。 こ の 間 隔 は 、 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 し た よ う
に 、 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト １ １ に 下 方 か ら は め 込 む よ う に 組 み 立 て た 際 に 、 上 述 の 紫 外 線
ラ ン プ １ ４ の 配 置 間 隔 と 等 し く 、 光 触 媒 ユ ニ ッ ト ３ ０ が 各 紫 外 線 ラ ン プ １ ４ か ら 等 距 離 と
な る 中 間 位 置 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 遮 光 部 ４ ０ は 、 図 ３ ， 図 ４ に 示 し た よ う に 、 外 部 （ 客 室 １ 内 ） に 紫 外 線 が 漏 洩 し な い よ
う に 、 上 下 方 向 に わ ず か に 透 き 間 を 開 け て 積 層 さ れ た ２ 枚 の 遮 光 板 ４ １ ， ４ １ か ら な り 、
一 方 の 遮 光 板 ４ １ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ４ ２ は 、 他 の 遮 光 板 ４ １ に よ り そ の 開 口 部 ４ ２ が 完
全 に 隠 蔽 さ れ る よ う に 、 各 開 口 部 ４ ２ が 形 成 さ れ た 鋼 板 加 工 品 か ら な り 、 表 面 は 艶 消 し 黒
色 に 塗 装 さ れ て い る 。 な お 、 所 定 の 通 気 能 力 が 保 持 さ れ れ ば 、 遮 光 板 ４ １ の 形 状 等 は 、 適
宜 設 定 で き る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に こ の 遮 光 部 ４ ０ を 下 方 か ら 完 全 に 覆 う よ う に フ ィ ル タ 材 ４ ３ が 位 置 し 、 空 気 調 和
機 ２ ０ の 吸 込 み 口 ２ ３ と し て の 役 割 を 果 た す 。 こ の フ ィ ル タ 材 ４ ３ は 、 天 井 開 口 縁 に 取 り
付 け ら れ た 図 示 し な い 吸 込 み 口 の 枠 材 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 支 持 フ レ ー ム （ 図 示 せ
ず ） 内 に 収 容 さ れ 、 定 期 的 な 交 換 、 清 掃 が 容 易 に 行 え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 光 触 媒 基 板 ３ ４ お よ び 同 基 板 に 担 持 さ れ て い る 光 触 媒 ３ ５ の 構 成 に つ い て 簡 単 に 説 明 す
る 。 本 発 明 で は 、 図 ４ ， 図 ５ に 示 し た よ う に 、 紫 外 線 ラ ン プ １ ４ に 面 す る ４ 枚 の 光 触 媒 基
板 ３ ４ は 薄 鋼 板 か ら な り 、 そ の 図 ４ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 ４ 枚 の 基 板 は 、 そ の 両 側 面 に
、 両 端 に 位 置 す る 光 触 媒 基 板 ３ ４ に は 内 側 面 に 光 触 媒 ３ ５ が 担 持 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で
は 、 光 触 媒 を 担 持 す る た め に 基 材 シ ー ト と し て セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト が 使 用 さ れ て お り 、 こ
の セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト を 薄 鋼 板 に 貼 着 し て 光 触 媒 基 板 ３ ４ が 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 光 触
媒 基 板 ３ ５ の 両 端 部 が 板 状 ホ ル ダ ３ ２ に 係 止 さ れ 、 各 光 触 媒 基 板 ３ ４ が ベ ー ス 板 ３ １ 上 に
立 設 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 例 で は 基 材 シ ー ト に 担 持 さ れ る 酸 化 チ タ ン 光 触 媒 は 、 角 柱 状 結 晶 か ら な り 、 こ の
角 柱 状 の 光 触 媒 結 晶 の 基 部 が 基 板 に 密 集 し て 固 着 さ れ 、 光 触 媒 面 が 基 板 上 に 形 成 さ れ て い
る 。 こ の 角 柱 結 晶 は 高 密 度 の 外 壁 を 有 す る 中 空 構 造 か ら な り 、 そ の 中 空 部 に 様 々 な 粒 径 の
粒 状 光 触 媒 粒 子 を 適 当 な 結 晶 集 合 体 と し て 封 入 す る こ と が で き 、 一 部 低 密 度 な 外 壁 部 を 形
成 す る こ と で 、 内 部 の 光 触 媒 結 晶 を 活 性 状 態 に す る こ と も 好 ま し い 。 な お 、 基 材 シ ー ト と
し て は 本 実 施 例 の よ う な セ ラ ミ ッ ク ス シ ー ト の 他 、 た と え ば ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス 等
の 金 属 板 、 セ ラ ミ ッ ク ス 板 、 シ リ カ 板 、 自 立 性 が あ る 網 状 体 等 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ
る 。 こ の 場 合 に は 、 た と え ば 光 触 媒 が 担 持 さ れ た ア ル ミ 基 板 を 直 接 板 状 ホ ル ダ ３ ２ に 係 止
し て 取 り 付 け る こ と も 可 能 に な り 、 そ の 場 合 に は 光 触 媒 ユ ニ ッ ト の 軽 量 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 吹 出 し 口 近 傍 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ５ ０ を 設 備 し て い る 。 こ の マ
イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ５ ０ は 、 吹 出 し 口 ２ ４ か ら 排 出 さ れ る 空 気 中 に 陰 帯 電 さ せ た 微 粒 子
を 混 合 さ せ る こ と を 目 的 と し 、 室 内 の イ オ ン バ ラ ン ス を 、 好 ま し い 自 然 状 態 の イ オ ン バ ラ
ン ス に 近 づ け る よ う な 量 の マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 が 可 能 で あ る 。 本 実 施 例 で は 、 こ の マ イ ナ
ス イ オ ン 発 生 装 置 ５ ０ は 、 吹 出 し 口 ２ ４ 近 く の ダ ク ト ２ ６ 近 傍 に 設 置 さ れ た 小 型 の 箱 状 装
置 で 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 針 状 の イ オ ン 発 生 部 ５ １ を 吹 出 し 口 ２ ４ の ガ ラ リ ５ ２ 近 傍 に
位 置 さ せ 、 発 生 マ イ ナ ス イ オ ン を 排 出 空 気 と と も に 居 室 ３ に 拡 散 さ せ る こ と が で き る 。 こ
の マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 ５ ０ は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 室 内 の 壁 面 に 設 置 さ れ た 操 作 盤
５ ３ に よ り 運 転 の 開 始 停 止 お よ び そ の マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 量 を 制 御 す る こ と が で き る 。 こ
の と き 装 置 の 利 用 者 で あ る 宿 泊 客 に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 量 と そ の 効 果 を イ メ ー ジ つ け る
た め に 、 操 作 の 指 標 と し て 、 単 純 な 目 盛 表 示 に 代 え て 、 た と え ば 滝 の 付 近 の 環 境 、 森 林 内
の 環 境 等 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 量 に 応 じ た 自 然 環 境 の イ メ ー ジ を 操 作 盤 に 表 示 し て 感 覚 的
な 使 用 法 を う な が す こ と も 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 上 述 し た 空 気 浄 化 装 置 １ ０ の 運 転 制 御 方 法 の 一 実 施 例 に つ い て 、 図 ７ の グ ラ フ を
参 照 し て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 た と え ば 室 内 清 浄 度 の 指 標 と し て ダ ス ト 濃 度 セ ン サ 、 臭 気 セ
ン サ 、 対 応 Ｖ Ｏ Ｃ ｓ セ ン サ 等 に よ る 濃 度 検 出 が 可 能 な 状 態 に お い て 、 そ の セ ン サ 検 出 値 の
変 化 を 模 式 的 に 示 し た 経 時 グ ラ フ で あ る 。 一 般 に 客 室 内 現 状 値 は 、 現 状 の 運 用 に お い て 、
法 定 基 準 値 を 十 分 下 回 る 値 で あ る こ と が 確 認 さ れ て お り 、 そ の 中 で 施 設 管 理 者 が 自 主 管 理
値 と し て 設 定 し た 値 で あ る 。 同 図 に お い て 、 た と え ば 前 宿 泊 者 が チ ェ ッ ク ア ウ ト し 、 ま た
は 外 出 し た 後 に ル ー ム ク リ ー ニ ン グ が 行 わ れ る が 、 宿 泊 者 の 利 用 時 に 発 生 し た 種 々 の 臭 気
や 浮 遊 菌 と と も に 、 ベ ッ ド メ ー キ ン グ 時 等 の 埃 の 対 流 に よ り 、 室 内 現 状 値 は 最 高 値 レ ベ ル
に 達 す る 。 ル ー ム ク リ ー ニ ン グ 終 了 後 、 宿 泊 者 の チ ェ ッ ク イ ン 前 ま で の 空 室 状 態 で 空 気 調
和 機 ２ ０ を 自 動 運 転 に よ り 、 最 大 容 量 運 転 さ せ る 。 こ の と き 同 時 に 空 気 浄 化 機 を 運 転 し 、
光 触 媒 ユ ニ ッ ト ３ ０ に よ る 空 気 浄 化 を 行 う 。 こ の 自 動 運 転 に よ り 、 各 検 出 値 が ほ ぼ 最 低 値
ま で 下 が っ た 状 態 で 宿 泊 者 の チ ェ ッ ク イ ン が 行 わ れ 、 宿 泊 者 の 入 室 後 に 宿 泊 者 の 行 動 パ タ
ー ン に 応 じ て 各 検 出 値 は 上 昇 す る 。 こ の 間 、 入 室 （ 在 室 ） が 確 認 さ れ た 直 後 の １ 時 間 程 度
は 、 上 昇 ピ ー ク 値 を 押 さ え る た め に 、 所 定 容 量 で の 自 動 運 転 を 行 う よ う に し て も 良 い し 、
入 室 と 同 時 に 宿 泊 者 の 好 み に よ る 手 動 運 転 に 切 り 替 え て も 良 い 。 こ の 間 、 自 動 ま た は 手 動
に よ る 空 気 浄 化 装 置 １ ０ の 運 転 に よ り 、 各 検 出 値 は 小 幅 な 変 動 で 低 い 値 を 推 移 す る 。 さ ら
に 一 般 的 な 就 寝 時 と し て 午 前 零 時 （ ０ ： ０ ０ ） 以 後 、 翌 朝 （ た と え ば ６ ： ０ ０ ） ま で は 静
音 運 転 モ ー ド に し て 睡 眠 時 の 運 転 音 を 最 小 限 に す る 。 な お 、 手 動 運 転 は こ れ ら の 自 動 運 転
モ ー ド に 優 先 し て 機 能 す る 。 こ の た め 、 深 夜 に 喫 煙 、 飲 食 に よ る 室 内 の 汚 染 が 進 行 す る 場
合 に は 、 タ イ マ ー 機 能 を 併 用 し た 手 動 運 転 等 に よ り 空 気 浄 化 装 置 １ ０ を 運 転 す る こ と も 可
能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 空 気 浄 化 装 置 を 天 井 空 間 に 組 み 込 ん だ 空 気 調 和 シ ス テ ム に よ る 室 内
浄 化 状 態 を 示 し た 模 式 説 明 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 空 気 浄 化 装 置 を 備 え た 空 気 調 和 シ ス テ ム を 部 分 的 に 拡 大 し て 示 し た
一 部 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 を 分 解 し て 示 し た 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 空 気 浄 化 装 置 の 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト と 、 光 触 媒 ユ ニ ッ ト の 組 立 状 態 を
示 し た 横 断 面 図 。
【 図 ５ 】 光 触 媒 ユ ニ ッ ト の 光 触 媒 基 板 部 分 を 示 し た 側 面 図 。
【 図 ６ 】 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 器 の 設 置 状 態 を 示 し た 部 分 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 運 転 制 御 方 法 に よ る 室 内 検 出 値 の 変 化 の 一 例 を 示 し た 経 時 グ ラ フ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ 　 客 室
３ 　 居 室
５ 　 下 が り 天 井 空 間
１ ０ 　 空 気 浄 化 装 置
１ １ 　 紫 外 線 ラ ン プ ユ ニ ッ ト
１ ４ 　 紫 外 線 ラ ン プ
２ ０ 　 空 気 調 和 機
２ １ 　 フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト
２ ２ 　 チ ャ ン バ ー
２ ３ 　 吸 込 み 口
２ ４ 　 吹 出 し 口
３ ０ 　 光 触 媒 ユ ニ ッ ト
３ ４ 　 光 触 媒 基 板
３ ５ 　 光 触 媒
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４ ０ 　 遮 光 部
４ ５ 　 運 転 制 御 ユ ニ ッ ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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